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令和 4年 3月 17日 

令和３年度鹿児島純心女子短期大学地域貢献活動報告 

 

【本学の連携協定一覧】 

 

 (1)鹿児島純心女子短期大学と株式会社ボッケモンプロとの産学連携に関する協定 

（平成 24年 1月 1日～平成 29年 3月 31日） 

   →(6)一般社団法人チェスト連合へ移行 

  

(2)鹿児島純心女子短期大学生の言語活動充実と新聞活用に関する協定 

（平成 25年 3月 15日～） 

 (3)鹿児島純心女子短期大学と錦江町との包括的連携に関する協定 

（平成 26年 3月 14日～） 

 (4)鹿児島市と鹿児島純心女子短期大学との包括連携に関する協定 

（平成 28年 2月 2日～） 

  →鹿児島市大学連携ネットワーク会議（市内 6大学・短大）へ移行 

  

(5)本場大島紬織物協同組合と鹿児島純心女子短期大学との産学連携に関する協定 

        (平成 28年 2月 18日～） 

 (6) 鹿児島純心女子短期大学と一般社団法人チェスト連合との産学連携に関する協定 

(平成 29年 4月１日～) 

 (7)地方創生への取組みに関する連携協定（鹿児島銀行と県内 8大学・短大・高専） 

   鹿児島の次世代を担う「人材・産業」育成プラットフォーム「ネクストかごしま」  

        (平成 29年 4月 7日～) 

 (8)株式会社松栄軒と鹿児島純心女子短期大学との産学連携に関する協定 

 (平成 29年 7月 10日～) 

 

 

１ 江角学びの交流センター主催事業 

 

令和３年度も新型コロナウィルス感染症拡大防止のために、「かごしま学Ⅰ」公開講座、「文化講

演会」を中止せざるを得なかった。「純心市民講座・純心こども講座」は可能な限り開催に努めたが、

延期・中止せざるをなかった講座もある。総じて受講者数が減少したことは、コロナ禍の影響が当セ

ンターの活動にも影を落としていることを如実に示している。 

年度末の評議員会は昨年同様、対面での開催は中止し、書面による意見交換会になった。委嘱した

外部評議員は以下のとおりである。 

令和 3年度外部評議員（順不同・敬称略） 

・鹿児島県教育庁かごしま県民大学中央センター所長（兼）生涯学習課長 青谷 有美代 

・鹿児島市市民局市民文化部参事市民協働課課長 馬立 由紀 

・鹿児島県錦江町副町長 有村 智明 

・株式会社鹿児島銀行地域支援部部長 小笹 康浩 
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（１） 令和３年度純心市民講座・純心こども講座実施状況 

 

①令和３年度「純心市民講座」実施状況 

 

講座区

分 

講座名 担当講師 対象 受講者数 会場 

か
ご
し
ま
県
民
大
学 

と
こ
と
ん
ま
な
ぶ
ー
講
座 

シルバー世代のための健康・

教養講座 

7/3, 7/17, 7/31, 1/8, 1/22  

土曜 13 時半～15時 

(全 5回) 

河野 一典 一般

成人 

延べ 

65名 

かごしま県民交流

センター 

小研修室 
高岡 綾子 

Matthew 

Watson 

鎌田 典子 

北山 敏秀 

こ
ど
も
英
会
話
講
座 

はじめての英会話（幼児コー

ス・春季） 

6/19～7/31 土曜  

①4・5歳児コース 9時～9時

50分 

②5･6歳児コース 10時～10

時 50分 

（各コース 全 5回） 

John 

Tremarco 

就学前

の児童 

4～6

歳 

① 8名 

② 4名 

本学 江角学びの

交流センター プ

レイルーム 

はじめての英会話（小学生コ

ース・春季） 

6/19～7/31 土曜 

①初心者コース 9時～9時

50分 

②高学年コース 10時～10

時 50分 

（各コース 全 5回） 

David 

O'Connor 

 

 

 

小学生 

① 9名 

② 8名 

本学 

10号館 401教室 

はじめての英会話（幼児コー

ス・秋季） 

10/16～12/4 土曜  

①4・5歳児コース 9時～9時

50分 

②5･6歳児コース 10時～10

時 50分 

（各コース 全 5回） 

John 

Tremarco 

就学前

の児童 

4～6

歳 

① 9名 

② 9名 

本学 江角学びの

交流センター プ

レイルーム 

はじめての英会話（小学生コ

ース・秋季） 

10/16～12/4 土曜 

①初心者コース 9時～9時

50分 

②高学年コース 10時～10

時 50分 

David 

O'Connor 

 

 

 

小学生 

①13名 

② 6名 

本学 

10号館 401教室 
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（各コース 全 5回） 

調
理
・
食
育
講
座 

冬のおもてなし料理 

11/27(土) 10時～13時 

大山 典子 一般

成人 

10名 本学 調理実習室 

（1号館 202教室） 

親子で楽しくクッキング 

8/12(木) 10時～13時 

榊 順子 小学生

と 

保護者 

中止 本学 調理実習室 

（1号館 202教室） 

親子で楽しく実験！ 

8/13（金）13時～16時 

三島 朋子 小学生

と 

保護者 

10組 

24名 

本学 実験室 

（1号館 401教室） 

デ
ザ
イ
ン
講
座 

オリジナルバッグを作ろう 

Part2 

12/11（土）13 時～16時 

濱﨑 千鶴 小学校

高学年

～一般

成人 

10名 本学 被服実習室 

（2号館 303教室） 

大島紬で立体マスクを作ろう 

6/12（土）13時～16時 

宮地 真奈美  

高校生 

12名 本学 被服実習室 

（2号館 303教室） 

 

②令和３年度「純心こども講座」実施状況 

 

講座名 回 期日 担当講師 定員 受講者数 

リズムあそび 

 

本学：体育館 

対象：就学前（2 歳〜6 歳）の親子 

1 5/15 萩原 香織 各 40 組 12 組 13 名 

2 6/12 15 組 18 名 

3 10/9 吉留 早木子 18 組 21 名 

4 12/11 17 組 21 名 

いろとあそぼう・ 

かたちとあそぼう 

 

本学：プレイルーム 

対象：就学前（2 歳〜6 歳）の親

子 

1 5/15 桝本 容好 各 20 組 12 組 17 名 

2 6/12 10 組 14 名 

3 10/9 8 組 13 名 

4 12/11 8 組 12 名 

  

（２）地域人間科学研究所編『想林』第１３号（令和 4 年 3 月 30日刊行） 

 ＜特集＞ 墓石が語る鹿児島の歴史と文化 

 

特集／Special Edition 

 

墓石が語る鹿児島の歴史と文化………………………………………………………大木 公彦 

 

論文／Article 

 

置き直すべく試み、隔て、または奪い去られ 
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――島尾敏雄「石像歩き出す」における語りの意味――…………………………………北山 敏秀 

 

書評／Book Review 

 

西之園君子 『大島紬の源流を探る』…………………………………………………松元 久明 

 

江角学びの交流センター活動報告／General Information 

 

２ 各学科・専攻・コースの取組状況 

 

(1) 生活学科生活学専攻現代ビジネスコース 

① 純心水田プロジェクト実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

② 茶摘み 

令和 3年 10月 2日（土）に茶摘みを実施（参加学生 9名） 

収量：7000グラム（さえみどり） 

 

③ かごしまお茶マルシェ 2021（主催：鹿児島県茶生産協会） 

令和 3年 11月 17日（水）、18日（木）にアミュ広場にて開催された『かごしまお茶マルシ

ェ』にて錦江町の「茶葉」と「お茶まるぼうろ」のセットを販売した。「お茶まるぼうろ」は、

学生が錦江町の茶畑で手摘みした「さえみどり」を、ほうじ茶に加工し、その粉末を使用した

4 月（田植え） 学生   14名 教職員  1名 

5 月（除草作業） 中止  

8 月（稲刈り） 学生   7名 教職員  1名 

製茶工場での様子 茶摘みの様子 

4 月の田植え 8月の稲刈り 
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まるぼうろをイベントのために錦江町の「菓心まとはら」様が特別

に商品としたものである。学生のアイデアをもとに作られたパッケ

ージは、深蒸し茶(大根占茶：写真左) と浅蒸し茶(田代茶：写真右)

で各 100個ずつ限定販売した。茶葉の産地により色が異なり、一目

でわかるデザインとなっている。 

平日のイベントのため、学生は 1日目午後に 2名のみの参加となっ

た。 

④ 交流事業 

「やまんなかリモート音楽会」 

令和 3年 12月 11日（土）に花瀬自然公園にて開催され、

5名の学生がボランティアスタッフとして参加した。 

⑤ 錦江町とのコラボスイーツ第 7 弾 

錦江町の特産品を食材とする商品を開発・販売し、テレビ

CM を流すなどの取組をとおして地域活性化を目指す取組

である。商品開発にあたっては、錦江町役場職員、地元の

食材提供者、食品製造業者、本学学生・教員が参画し、こ

の場等をとおして錦江町の埋もれていた魅力を伝え、販売実績の報告等などを行っている。 

本年度は、「かぼちゃみたいなメロンパン」と「いちごのドーナツ」の商品開発を行い、

ＰＲ・販売活動を行った。錦江町役場観光交流課、城山ストア、イケダパンとともに商品

開発会議を行い、学生たちはアイデアをもとに試行錯誤しながら商品が完成するまでのプ

ロセスを学んだ。さらに宣伝活動においてＣＭ撮影や店頭販売に参加した。 

・ 商品開発会議 

第 1 回令和 3 年 10 月 18日（火）～第 6 回令和 4年 1

月 7日（木）計 6回 

・ ＣＭ撮影(市内各店舗)：令和 4年 1月 14日（金） 

コープいしき店  

城山ストア（しろやまデリ・マルシェ店） 

山形屋ショッピングプラザ皇徳寺店 

・ ＣＭ撮影(錦江町) ：令和 4年 1月 20日（木） 

神川大滝 神川海岸 

・ 商品の特徴 

 錦江町のイチゴジャム、錦江町かぼちゃパウダーを使用 

 パン生地には純心水田コシヒカリ(米粉)を使用 

 パッケージのデザインと商品名は学生たちのアイデアを採用 

・ 発売日:令和 4年 2月 15日（火） 

県内の A コープ（離島を含む）、山形屋ストアー、城山ストア、錦江町の「にしきの

里」、「ふる里館」、ストアーくまさきで販売 (数量限定にて発売) 。 

完成したパッケージ 

灯篭の様子 

CM 撮影の様子（神川海岸） 
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・ テレビ出演および新聞への掲載 

 令和 4年 2月 9日（水）収録 

MBC「ときめきミニ情報」 

令和 4年 2月 18日（金）放送（参加学生 5名） 

 令和 4年 2月 25日（金）生放送 

KKB「ですです。」（参加学生 2名） 

 令和 4年 2月 19日（土）南日本新聞 22面 

『米粉からパンとドーナツ』の見出しで、130円の 2万個限定販売と掲載。 

⑥  錦江町の特産品販売 

・ 半島隅くじら元気市 

このイベントは毎年 2月に行われるが、今年度は新型コロナウイルスの影響によりオンラ

イン開催となったため本学の学生は参加しなかった。 

・ 錦江町産直フェア(in 鹿児島自治会館,in しろやま デリマルシェ) 

令和 4 年 3 月 14 日（月）〜15 日（火）（各日 参加学生 4 名 計 8 名） 

 

(2）生活学科生活学専攻デザイン表現コース 

 

ア. 作品展（展示）＊公募展へ出品し、入選・入賞作品が展示された 

 

① 第 37 回県美展 

 （令和 3年 5月 18 日〜23日 鹿児島県歴史・美術センター黎明館/鹿児島市立美術館） 

  イラストレーション 7点、洋画 1点の作品を出展し、入選した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 第 39 回南日本女流美術展 

 （令和 3年 6月 5日〜6月 13日 鹿児島県歴史・美術センター黎明館） 

  陶芸、キルト、油彩画の作品を出展し、出展した作品 10点すべて入選した。 

 

イラストレーション 

「かごしまたべやんせ！！」 

イラストレーション 

「どの自分も愛して」 

テレビ収録風景 
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③ 第 34 回 MBC サムホール美術展 

（令和 3年 9月 24日〜10月 3日 鹿児島県歴史・美術センター黎明館） 

 陶芸、キルトの作品を出展し、出展した作品 8点すべて入選した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 第 6回本場大島紬デザイン画公募展 

鹿児島ひっとべの会（本場大島紬織元有志の会）が主催する「第 6回大島紬デ

ザイン公募展」にデザインを応募し、鹿児島県かごしま PR 課長賞に入賞した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

陶芸「緑韻」 キルト「花の海」 陶芸「未知」 

入賞したデザイン画 

陶芸「純心」 陶芸「宝石」 キルト「この日を待ちわびて」 
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イ. デザイン依頼＊大会オリジナル T シャツ・タオル、デザイン採用 

 

① 「第 41回ランニング桜島」（令和 3年 12月 5日） 

鹿児島市スポーツ課より本学へ「第 41回ランニング桜島」のオリジナル Tシャ

ツ・タオルのデザイン依頼がありデザイン表現コース 2年生のデザインが採用

された。（「ビジュアルデザインⅡ」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．卒業制作展開催 

 

① 令和 4年 2月 22日（火）〜27日（日）（25日は休館日）鹿児島県歴史・美術セ

ンター黎明館の第 3特別展示室にてデザイン表現コース 2 年生が「鹿児島純心

女子短期大学 デザイン表現コース 卒業制作展 2022」を開催した。学生が 2

年間で制作した陶芸、キルト、ビジュアルデザイン、インテリアデザイン、ド

レス、大島紬の洋装の作品を展示し、5日間で 474名の来場者に鑑賞いただい

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ．鹿児島について学ぶ授業 

② 「かごしまの芸術」2年前期開講 

鹿児島にゆかりのある美術・工芸・文学作品の内面を深く探る授業である。学

生たちは鹿児島ブランドショップやかごしま近代文学館を見学し、郷土の芸術

の「今」について学んだ。 

③ 「大島紬研究Ⅰ・Ⅱ」2 年前期・後期開講 

「卒業制作展 2022」会場の様子 

選ばれた T シャツ・タオルのデザイン 
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大島紬の歴史や現状を理解し、学生たちの若い感性で洋装のドレスをデザイ

ン・製作し、大島紬の活性化を目的とした授業である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

」 

 

 

 

(3)生活学科こども学専攻 

 

こども学専攻では、地域志向型科目「こども学フィールドワークⅠ」「こども学フィールドワークⅢ」

（1年次通年）をカリキュラムの中に位置づけ、学生の地域貢献活動（子育て支援）を促進している。 

従来より「鹿児島市すこやか子育て交流館りぼんかん」、「鹿児島市親子つどいの広場なかまっち」等と

連携して、就学前の児童とその保護者を対象に子育て支援ボランティア活動を実施している。 

 

（１）純心こども講座（「こども学フィールドワークⅠ」） 

「リズムあそび」、「いろとあそぼう・かたちとあそぼう」の 2講座を企画、運営した。 

日時：令和 3年 5月 15日、6月 12日、10月 9日、12月 11日 

いずれも午前 10時 00 分〜午前 11時 00分まで 

場所：本学 27号館 7 階体育館、本学 2号館 1階プレイルーム 

   

      リズムあそび             いろとあそぼう・かたちとあそぼう 

 

（２）「かごしまの未来プロジェクト」（2年次通年） 

12名の学生が、以下の活動に参加した。 

（ア） 鹿児島市すこやか子育て交流館りぼんかん主催 

「おまつりひろば」におけるコーナー遊びの企画、運営 

日時：令和 3年 8月 8日午前 9:30〜11:15及び午後 13:30〜14:45 

参加者：2年生 12名が参加（午前の部、午後の部に別れ、各回 6名が参加） 

衣装製作の様子 完成した衣装 
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（イ） 公益財団法人鹿児島市国際交流財団主催 

「わくわくクリスマス 2021 ～親子で楽しく国際交流～」 

クリスマスの曲を演奏 

日時：令和 3年 12月 18日 10:00～10:30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ウ）「子ども遊び講座」（産学官連携事業） 

錦江町「やまんなか音楽会」の催しの一つ「やまんなかマルシェ」で、「子ども遊び講座」（産

学官連携事業）を開催 

日時：令和 3年 12月 11日(土)15:00～17:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）「鹿児島市すこやか子育て交流館りぼんかん」と連携した活動 

（ア）りぼんかんフェスティバル（5月）でのボランティア活動 

※今年度はコロナ禍のため中止。 

（イ）りぼんかん夏まつりでのボランティア活動（「こども学フィールドワークⅢ」） 

・「おまつり横丁で遊ぼう」の運営補助 

日時：令和 3年 8月 7日 午前 9:30〜11:15及び午後 13:30〜14:45 

参加者：１年生 8 名（午前の部、午後の部に別れ、各回 4名が参加） 
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（ウ）児童虐待防止推進月間ポスター展示 

展示期間：令和 3年 11月 1日〜令和 3年 11月 31日 

テーマ：「これってもしかして虐待？」 

 

（りぼんかんより提供） 

 

(4)市民向け講座への講師派遣 

ピアサロン「１歳児あつまれ！〜親子ふれあい遊び＆イヤイヤ期を楽しく乗り切ろう☆〜」 

テーマ：「イヤイヤ期を楽しく乗り切ろう☆」 

日時：令和 3年 9月 1日 午前 11時 00分〜12時 00分まで 

※鹿児島県がまん延防止等重点措置の対象となったため中止 

 

（４）生活学科食物栄養専攻 

 

  ① レシピコンテストの応募 

    第 18 回森のごちそうコンクール（鹿児島県主催） 

    指 TABLE レシピコンテスト（鹿児島県指宿市主催）他 

 

  ➁ 市民向け講座への講師派遣 

霧島市女性団体連絡協議会研修会  

 テーマ「食の視点から考える SDGs」  

 参加者：約 70 名 

2 月 8 日（火）10：10～11：25 会場：霧島市保健福祉センター  
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生け花の実習をアシスト 

(5) 英語科 

 

 ①ボランティア活動 

 

  i)「ゆかた・いけばな教室」(鹿児島市国際交流財団主催) 

 5 月 9 日（日）・5 月 16 日（日） かごしま国際交流センター 2 年生 4 名 資料の英訳、通

 訳、実習補助等 

   

  

 

  ii)「七夕交流会～マレー語で遊ぼう～」（鹿児島市国際交流財団主催） 

 7月 10日（土） かごしま国際交流センター 2年生 3名 通訳、七夕飾り準備等 

  iii)「生活情報勉強会 ゴミ出し編 ～見直そう！あなたのゴミスタイル～」（鹿児島市国際交流

財団主催） 

 7 月 17 日（土） かごしま国際交流センター 2 年生 3 名・1 年生 1 名 通訳、箸袋製作補

 助等 

  iv)「アジアん鹿児島・オンライン音楽祭」（鹿児島市国際交流財団主催） 

 8 月 21 日（土）・10 月 17 日（日） 1 年生 20 名 インドネシア、マレーシア、韓国、タイ

 の学生との交流の企画、ビデオ作成、司会、参加者補助等 

  v）「Halloween 2021」（鹿児島市国際交流財団主催） 

 10月 31日（日） 1年生 2名 ハロウィーングッズの作成補助、受付、案内等 

  vi)「わくわくクリスマス 2021 〜 親子で楽しく国際交流 〜」（鹿児島市国際交流財団主催） 

 12月 16日（土） 1年生 2名・2年生 2名 英語ゲームの運営、受付、参加者補助等 

 

② 英語科地域志向型科目―本学教育課程への取り組み例―  

  

   ・「国際交流ボランティア」(1年後期、2年前期)  

 鹿児島市国際交流財団と連携し、ボランティア活動を通して鹿児島における国際交流や外国

 人支援に協力した（活動の詳細は、「2 各学科・専攻・コースの取組状況 (5)英語科ボランテ

 ィア活動」を参照）。 

    ・「サブカル英訳‘かごしま’」(2年前期)  

 一般社団法人チェスト連合企画の４コマ漫画『薩摩剣士隼人』・『薩摩剣士隼人チェスト!!』 

 （南日本新聞連載）のうち、12作品を英訳した。 

 なお、この取り組みの一端が、鹿児島純心女子短期大学研究紀要第 52 号の論文「『薩摩剣士

 隼人』英訳に見る翻訳のプロセス」に記載されている。 

着付けの待ち時間に折り紙を紹介 



13 

 

 

３ 令和３年度入学生「地域志向型科目」一覧―本学教育課程への取り組み― 

  

(1)総合人間科目（全学共通） 

 ・「かごしま学Ⅰ」（1 年前期） ・「かごしま学Ⅱ」（1 年後期） 

 ・「かごしまの未来プロジェクト」（2 年通年） 

  (2)生活学科生活学専攻 

  現代ビジネスコース 

  ・「地域貢献プロジェクト」（2 年後期） 

 デザイン表現コース 

  ・「かごしまの芸術」（2 年前期） 

  ・「大島紬研究Ⅰ」（2 年前期）「大島紬研究Ⅱ」（2 年後期） 

  (3)生活学科こども学専攻 

  ・「こども学フィールドワークⅠ・Ⅲ」（1 年通年） 

  (4)生活学科食物栄養専攻 

  ・「かごしまの未来プロジェクト」（2 年通年） 

  (5)英語科 

  ・「英語で案内する鹿児島」（2 年後期） 

  ・「国際交流ボランティア」（1 年後期・2 年前期） 

  ・「サブカル英訳“かごしま”」（2 年前期） 

 

（ア）「かごしま学Ⅱ」（1年後期）―「総合人間科目」取組事例― 

 

 前期「かごしま学 I」を受けて、郷土の課題に主体的に取り組む発展的な学び、課題解決型授

業（Project Based Learning）を取り入れている。毎年、包括連携協定を結んでいる鹿児島市と

の連携による「まちづくり人材育成連携事業」を授業の中で実施。令和３年度のテーマは「磯ビ

ーチ活性化」「コロナ禍における鹿児島マラソンのあり方」（スポーツ課）と「家庭ごみの減量化・

資源化の方策」「市民向けの啓発活動のアイディア」（資源政策課）の２つの課よりいただいた。

各課３コマの授業時間を使い（講義・グループワーク・プレゼンテーション）、与えられたテー

マに対して学生たちはグループごとに思い思いのアイデアを出し合ってプレゼンテーションを

行った。その後それに対する市役所の職員の方々から講評（フィードバック）をいただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    スポーツ課のワークショップ         学生プレゼンテーション 
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      資源政策課の説明                 講評 

 

４ 社会人の学び直し講座（リカレント教育） 

 

①保育士等キャリアアップ研修（江角学びの交流センター主催） 

 平成 29 年 4 月、厚生労働省は保育士の処遇改善と専門性の強化に向けて保育士等キャリアアッ

プ研修とそのガイドラインを定めた。保育士としての経験年数などの要件を満たした場合に、所定

の研修（6 専門分野およびマネジメント研修）を受け、技能を習得することによって、キャリアア

ップができる仕組みになっている。令和３年度は新型コロナ感染拡大予防のために中止せざるを得

なかったが、この研修は今後とも随時開催していく。 

 

②履修証明プログラム（江角学びの交流センター主催） 

 平成 30年度より、社会人を対象とし、多様なニーズに応じた様々な分野の体系的な知識・技術等

の修得を目指す学習プログラムを開設し、その修了者に対して法に基づく「履修証明書」を交付し

ている（学校教育法第 105条等）。内容は本学の教育・研究資源を生かし一定の教育計画の下に編成

された教育プログラムで、実際には本学の正規授業科目を学生とともに受講する（120 時間以上、

４～５科目）。社会人の学習機会を提供し、その修得をとおして職業キャリアの形成に生かされる

ことを期待するものである。  

【対象】社会人（18歳以上の女性）   

【開講日】目的・内容に応じ、総時間数 120時間以上で開講   

【講座名】 

 １「現代社会の情報リテラシー」 

 ２「乳児の特性を踏まえた保育者のスキルアッププログラム」 

 ３「栄養士のための学び直し講座」 

 ４「日本語教育プログラム」 

【証明書】 

  プログラムの修了者には、学校教育法 105条の規定に基づくプログラムであること及び 

 その名称等を示した履修証明書を交付。   

【受講料】1単位：10,000円  

（了） 


